
鳥取県令和５年台風第７号
災害復旧・復興本部会議（第３回）

【日 時】令和５年８⽉３１日(木)午後３時３０分〜

【場 所】第３応接室（県庁本庁舎3階）

【参加者】知事、副知事、統轄監、関係部局

（テレビ会議参加）

東部地域振興事務所、中部総合事務所、復旧・復興本部佐治現地事務所

＊市町村等には映像配信
【次第】

１ 復旧・復興の状況の共有と今後の対応⽅針
２ その他
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農林業関係の被害状況
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【被害状況】
〇農林業関係被害は過去２０年で最大の６０億円以上

［林道の崩壊〈鳥取市河原町赤井谷〉］

［取水箇所の崩落〈鳥取市河内〉］ ［農道橋の流出〈八頭町落岩〉］

［林道の崩落〈三朝町福吉〉］

【９月補正予算の検討状況】
〇農地・農業用施設等の本格復旧に要する経費
〇林道施設の本格復旧に要する経費

＜過去の農林関係被害＞
令和3年7月豪雨 45億円
平成30年台風24号 33億円
平成30年7月豪雨 27億円

（千円）

農業関係
農地・土地改良

施設関係
林業関係 合計 割合

鳥取市 121,416 619,500 1,940,113 2,681,029 46.5%
岩美町 0 17,500 8,460 25,960 0.4%
若桜町 0 92,500 7,620 100,120 1.7%
智頭町 0 20,000 38,680 58,680 1.0%
八頭町 9,647 1,213,500 120,112 1,343,259 23.3%
倉吉市 0 176,000 142,400 318,400 5.5%

湯梨浜町 0 8,500 0 8,500 0.1%
三朝町 0 631,500 555,533 1,187,033 20.6%
北栄町 0 5,500 0 5,500 0.1%
琴浦町 0 23,000 0 23,000 0.4%
米子市 0 0 0 0 0.0%
境港市 0 0 0 0 0.0%

日吉津村 0 0 0 0 0.0%
南部町 0 0 0 0 0.0%
伯耆町 0 5,000 0 5,000 0.1%
大山町 0 0 0 0 0.0%
日南町 0 1,000 10,800 11,800 0.2%
日野町 0 2,000 0 2,000 0.0%
江府町 0 0 0 0 0.0%

合計 131,063 2,815,500 2,823,718 5,770,281

＜市町村別被害額（8/30時点）＞



【首都圏】
○8/26 二十世紀梨販売セレモニー
東京都中央卸売市場での副知事によるトップセールス

○8/30 「食パラダイス鳥取県カーニバル」首都圏
メディア発表会(とっとりおかやま新橋館)
○8/30-9/5 銀座三越での食パラダイス鳥取県フェア
白兎神社で良縁祈願した「良縁まちがい梨」を販売

○8/30-9/4 川崎アゼリアでの鳥取物産展
とっとりおかやま新橋館が出展予定

○9/2 新宿高野での梨のフルーツカット教室と販売
二十世紀と新甘泉を販売

【関西・中京圏】
○8/22 二十世紀梨初販売セレモニー
大阪市中央市場での知事によるトップセールス

○8/22・25 モリタ屋(富田店)での二十世紀販売PR
8/22 わかとりメイツによる試食宣伝

8/25 知事によるトップセールス

○8/26-27 ｼﾞｪｲｱｰﾙ名古屋ﾀｶｼﾏﾔでの梨の販売PR
○8/30-9/5 大丸神戸店での食パラダイス鳥取県フェア
○9/6-12 大丸梅田店での食パラダイス鳥取県フェア
○9/6-9/10 阪神梅田店での食パラダイス鳥取県フェア
上記4件とも、二十世紀と新甘泉を販売首都圏メディア発表会

鳥取の元気をアピール！県外での梨のプロモーション

二十世紀梨初販売トップセールス

大消費地において、頑張って生産した「とっとりの美味しい梨」、 「元気な鳥取県」を
発信するキャンペーンを展開中
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農地・農業用施設災害の復旧状況
緊急的に機能回復が必要な施設について応急復旧を継続

【水路】
用水確保に向けた対応

〈被災状況〉
堤外水路の土砂埋没（鳥取市河原町湯谷) 

〈応急対応〉
排土による通水確保（R5.8.22)

〈被災状況〉
水田畦畔が道路や谷へ崩落（八頭町姫路) 

〈応急対応〉
内畦畔構築と畔シート設置による水張り
機能の回復による営農再開 (R5.8.29) 

【農地】
水田営農の再開に向けた対応

仮設パイプ
（八頭町麻生R5.8.22) 

機械による排土
（倉吉市円谷R5.8.22) 

ポンプ給水
（湯梨浜町引地R5.8.18) 

【農道】
耕作道の確保に向けた対応

〈被災状況〉
河川増水に伴う道路洗堀（鳥取市小原) 

〈応急対応〉
土のう設置による幅員確保（R5.8.20)

4



○林道毛無山線

（鳥取市矢矯）

中国電力の鉄塔があり、
インフラ維持のため、土砂
撤去及び大型土のう設置に
よる応急工事を実施

林道災害の復旧状況

○林道実光福吉線

（三朝町福吉）

崩落先に田畑があり、稲
刈り時期までに農作業車の
通行ができるよう、砕石及
び敷鉄板による応急工事を
実施

●地元住民の生活や森林整備等に利用される路線について、緊急的に機能回復を図るた
めの応急復旧工事を継続（８／２２～）
●他の路線についても、緊急性に応じ応急工事の実施について検討中

○林道河合谷線

（鳥取市国府町雨滝）

河合谷牧野及び施業中の造林地
への早期アクセスのため、土砂撤
去を実施

＜被災状況＞
路面陥没

＜被災状況＞
土石流による土砂の堆積及び
路肩崩壊

＜被災状況＞
法面崩壊による土砂堆積

県管理 市管理 町管理
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台風第７号による公共土木施設の主な被害・復旧状況

項 目 被害状況 主な復旧方針

公共土木施設関係
（道路交通規制含む）

河川288件、砂防47件、道路103件、港湾4件（8/31
時点）
＊被害箇所数・額詳細調査中
＊交通規制：県管理３６箇所、国管理６箇所

⇒現在の全面通行止め１１箇所（県管理）

・早期の日常生活回復に向けて、
道路・河川等の機能を確保する
ため、応急工事を実施済み。
・社会インフラとしての重要度が
高い施設は、緊急度に応じて、
全面的に復旧を実施。
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（千円）

河川 砂防施設 道路 港湾 箇所
合計

金額
合計箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額 箇所数 金額

鳥取県土 197 8,633,460 43 613,800 66 1,883,498 0 0 306 11,130,758

八頭県土 73 2,250,000 3 41,000 14 700,000 0 0 90 2,991,000

中部県土 18 495,000 1 10,000 23 1,012,000 0 0 42 1,517,000

米子県土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日野県土 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

港湾事務所 0 0 0 0 0 0 4 250,000 4 250,000

小 計 288 11,378,460 47 664,800 103 3,595,498 4 250,000 442 15,888,758

市町村 55 724,800 0 0 35 985,800 0 0 90 1,710,600

小 計 55 724,800 0 0 35 985,800 0 0 90 1,710,600

合 計 343 12,103,260 47 664,800 138 4,581,298 4 250,000 532 17,599,358



国道４８２号（鳥取市用瀬町～佐治町）応急復旧の状況
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8⾃然公園の被害状況と復旧に向けた対応
雨滝（鳥取市国府町雨滝）

出水により、県管理の⾃然歩道及び付帯する東屋が被災し通⾏⽌め。
鷲峰山（鳥取市⿅野町河内）

県管理の登⼭道で歩道流失等が発⽣し、全３コースのうち河内コースが通⾏⽌め。

【雨滝】 【鷲峰山登山道】

⇒ ９⽉補正で復旧対策を検討

滝は被害無し

入口

主な被害

※今回被災

積雪被害のため
3/31から通行止

雨滝

土石の流入



風評被害防止のための観光支援策

安心してください！温泉はいれますよ！

○県内観光産業への風評被害等を防止し、観光需要を喚起するため、「元気な鳥取」の

情報発信や宿泊割引等を実施

・「元気な鳥取県」キービジュアルを活用したSNS等による各種情報発（8/18〜）
・大手宿泊予約サイトを活用した宿泊割引を拡大（9/8〜11/30）
・三朝温泉の特産品が当たる「鳥取は元気です」ツイッター(X)キャンペーン(8/23〜)
・三朝町内宿泊者を対象に町内で活用可能な1,000円クーポン券配布(9/5〜)
・三朝温泉河原風呂再開記念セレモニー（9/5）（９月上旬）

「とっとりは元気です！」観光需要促進戦略

○旅行会社と連携した誘客プロモーションの実施や情報発信などにより、ウェルカニ

キャンペーンや食パラダイス鳥取県の推進を強化！

・蟹取県ウェルカニキャンペーンの強化（宿泊プレゼントの拡充）
・旅⾏会社と連携した誘客プロモーション
・SNS、インフルエンサーを活用した観光誘客のための情報発信
・空港レンタカー、観光周遊タクシーの支援による周遊性の向上
・宿泊施設の魅⼒アップによる集客⼒の向上

8/18知事専決

「令和５年台風第７号に係る観光支援事業」
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主な生活交通等の確保対策

【鳥取市佐治町】
・佐治線（⽇ノ丸⾃動⾞・共助交通）は、共助交通（さじ未来号）
が全⽇デマンド便にして８/23〜運⾏再開（迂回運⾏等で対応）
▶中学生5名などが⽤瀬駅⾏きの便を利⽤しているとともに、９/１
からは、その下りの便で、⼩学生を佐治⼩学校へ送迎（２台）する予定

・（株）さじ弐捨壱などによる移動販売事業者が、８/17より迂回路を使用するなどして営業
を再開したほか、さじ未来号による近隣スーパーへのデマンド運⾏で、地域住⺠のニーズに応
じた買物環境は確保されている。
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【八頭町】
・県道⿇⽣国府線の福地内⽚側通⾏可（8/26）に伴い、八頭町営バス私都線（8/27〜）、

八頭町⽴郡家東⼩学校・八頭中学校のスクールバス（8/28〜）は通常運⾏再開
・８/17より町営の買物バスも再開するとともに、移動販売業者も通常通り運⾏している。

【鳥取市河原町】
・⻄郷線（⽇ノ丸⾃動⾞・市乗合タクシー）は、迂回運⾏で対応できている。
・移動販売事業者が、通常の営業を再開するとともに、住⺠の避難先となる⼩河内公⺠館で
移動販売を⾏うなど臨時的な対応も⾏っている。

引き続き、市町の声を聞きながら、代替手段が必要な場合の支援やこのたびの
緊急時対応における課題等を踏まえた支援について検討していく。



復旧・復興に向けた事業者支援
 事業者向けワンストップ相談・受付窓口を設置（8/18）

窓口連絡先〔電話〕0857-26-7453（企業支援課）
・県内商⼯団体・⾦融機関等関係機関も窓口を既に開設し、経営サポートを実施

鳥取・倉吉・米子・境港商⼯会議所、県商⼯会連合会、県中⼩企業団体中央会
⼭陰合同銀⾏、鳥取銀⾏、鳥取・倉吉・米子信用⾦庫、商⼯中⾦、県信用保証協会

（参考）経済産業省では、災害救助法適用にあわせた「被災中⼩企業・⼩規模事業者支援措置」を実施
・特別相談窓口設置（政府系⾦融機関、中国経産局等） ・災害復旧貸付実施 ・セーフティネット保証4号適用
・既往債務返済条件緩和等の対応 ・⼩規模企業共済災害時貸付適用

 商⼯団体・⾦融機関等を通じた⽀援制度の周知、被災事業者へのサポートを集中的に実施

・令和５年台風第７号等災害企業復興補助⾦（8/21受付開始）
被災した県内中⼩事業者等が⾏う設備等の復旧及び⽣産性向上の取組を支援

・対象︓設備・施設の復旧や復旧に併せて⽣産性を向上させる⼜は災害防護対策を⾏う取組
・補助率︓３分の２、補助限度額︓２，０００千円 ※鳥取市でも上乗せの補助制度を創設

⇒ 受付開始以降、複数の相談があり、現地確認を進めている
・令和５年台風第７号等災害特別⾦融⽀援（8/18発動）
災害等緊急対策資⾦（令和５年台風第７号対策枠）により、市町村と協調して最大実質無利子化
※鳥取市・倉吉市・三朝町については、実質無利子化を実施
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生活復興支援
〇訪問⽀援活動（災害ケースマネジメント）
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県は、県災害福祉支援センターの職員派遣や、専門家派遣の調整など災害ケースマネジメントを支援

〇鳥取県職員災害応援隊の派遣
県、要望があった市町へ、県職員（マンパワー）を継続的に派遣して支援

鳥取市
佐治町

8月19日（土）から鳥取市社会福祉協議会と県社会福祉協議会等が合同で高齢独居世帯
等（約80世帯）への訪問活動（ニーズ調査等）を実施中
→住家の再建に係る相談対応、土砂撤去の相談を災害ボランティアセンターに繋げる等
の活動を実施

※支援内容によっては、ケース会議を開催する等して、関係機関が連携して対応予定

三朝町 8月22日（火）と23日（水）、三朝町と三朝町社会福祉協議会が住家被害のあった世帯等を
中心に訪問活動を実施
→住家の土砂撤去支援の要望があった世帯について、町及び町社協が対応
→継続的に支援が必要な世帯については、町と町社協で連携して対応

鳥取市
佐治町

派遣期間 ８月21～23日、25日（終了）
業務内容 援農（梨農園の土石撤去、梨の収穫支援）
派遣人員 10人役／日（延べ約７０人）

八頭町 派遣期間 8月21～23日、29～30日（終了）
業務内容 被災住宅敷地内の土砂撤去

（八頭町ボランティアセンターの活動に参加）
派遣人員 6人役／日（延べ約６０人）



災害ボランティアの活動状況

○今後もボランティアのニーズ調査と現地でのボランティア活動を継続
・鳥取市災害ボランティアセンター（17⽇開設・23⽇活動開始・活動継続中）
・その他の市町においても、ボランティアニーズに応じて対応予定

○県とりネットに、県内のボランティア募集状況等が一覧でわかるよう専用のページを設け掲載済
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○8⽉21日から鳥取市・八頭町等の住家の⼟砂撤去等の復旧活動に延べ２００⼈を超え
る⽅がボランティア参加 ※8月29⽇時点
＜主な活動内容＞住宅内の泥出し・住宅敷地内の⼟砂撤去・水路の泥出し等

○29日からは、重機を使⽤した⼟砂撤去等に専門的な技術を持つ⽅が県外から参加するな
どプロボノ活動も実施

※プロボノとは、⾃⾝が持っている専門的な知識やスキルを提供する社会貢献活動

台風第７号等災害復旧・復興対策予算

 公共⼟木施設復旧

 防災・減災対策の強化

 農林畜産関連復旧

・道路、河川等の公共⼟⽊施設の復旧

・医療機関の浸水対策 ・道路冠水危険箇所へのカメラ設置

・河川流域の浸水要因検証 ・斜⾯崩落対策⼯事の新規事業化に向けた調査 等

・河川内の樹⽊伐採・河道掘削

・砂防施設の⼟砂撤去、治⼭施設の復旧・整備 等

・農地及び農業用施設の復旧

・林道・作業道の復旧

・鳥取放牧場の本格復旧 等

 台風第７号や７月13⽇の大⾬被害に係る本格復旧・復興対策について、９月議会提案に向けて編成作業中
 予算規模は 総額２００億円台半ばになる⾒込み （うち専決35億円）

※風水害対策予算の規模としては過去最大（これまでの最大は昭和62年台風第19号災害復旧予算の235億円）
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